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664万⼈の団塊世代が65歳に到達、2025年には後期⾼齢者に
健康寿命の延伸・⾃律的⽣活の維持が重要課題

資料：実績（2010年）は総務省「国勢調査」、
推計（2025年）は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の世帯数の将来推計(2013年1⽉推計)」より三菱総研作成。

⽇本の⾼齢者・後期⾼齢者の推移⾒込み
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急増する⼤都市圏の⾼齢者

首都圏

 31.4%

230万人

近畿圏

14.5%

106万人
中京圏

6.2%

45万人

地方圏

47.9%

351万人

2010年⇒2025年

65歳以上人口増加数

全国 733万人

⾼齢⼈⼝増加量の5割は⼤都市圏。2025年には介護難⺠発⽣？

地域別⾼齢⼈⼝増加量
（2010年⇒2025年）

⾼齢者⼈⼝増加数に占める
各地域の⽐率

※ ⾸都圏：東京都、埼⽟県、神奈川県、千葉県
近畿：⼤阪府、京都府、奈良県、兵庫県
中京：愛知県
地⽅：その他合計

資料：2010年実績は総務省統計局「国勢調査報告」、
2025年推計は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の地域別将来推計⼈⼝（平成25年3⽉推計）より三菱総研作成。

増加のうち
5割は⼤都市圏
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マクロトレンド
セカンドライフ
10万時間

時代

急増する
⾼齢者

(団塊世代)

⾼齢者の
眠れる資産

無縁社会の
拡⼤

急増する
都市部の
⾼齢者

増⼤する医
療・介護費

⽤

⾼次欲求に
向かう
シニア

これからのシニア
⼈⽣の第2幕を積極的にチャレンジ

いつまでも光り輝く
社会を⽀える⼈へ

従来のシニア
退職後余⽣をのんびり過ごす

家族・地域・社会に
⽀えられる⼈

これからのシニア
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これからのシニアが社会を変える

シニアの活躍
〜アンコールライフ〜

財政コストの
削減へ

新たなビジネス創出
消費拡⼤

多世代で
⽀え合う社会へ

医療・介護費削減

眠れる
資産が動く

⽀えられるから⽀える側へ
⼥性・若者との補完関係

超⾼齢化問題の解決へ
プラチナ

社会へ
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アンコールライフビジネス⼀覧
対象 ビジネス領域 キーワード ビジネス

活躍の対象となる
ビジネス

Second Challenge
〜社会参加
セカンドチャレンジ⽀援ビジネス

学ぶ シニアビジネススクール

働く プチ就労・起業⽀援
Story Create〜余暇・レジャー
ライフスタイル演出ビジネス

極める コト追求ビジネス

集う・出会う 絆⽀援ビジネス
装う こだわりお洒落ビジネス

活躍の⼟台となる
ビジネス

Smart life〜暮らし
スマートライフ応援ビジネス

暮らす ﾎｰﾑｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｻｰﾋﾞｽ

出かける ⾼齢者モビリティ
Sustainable Development
〜住まい
⽣活空間リノベーションビジネス

改める 健幸ﾘﾌｫｰﾑﾋﾞｼﾞﾈｽ

住み替える 健幸移住⽀援ビジネス
創りかえる 街まるごとリノベート

活躍を維持する
ビジネス

Staying Power〜健康
ヘルスライフ応援ビジネス

診る 健康コンシェルジェ
若返る アンチエイジングビジネス
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その他, 189

再チャレンジ

のため, 105

自己研さん

のため, 2,324

自分自身の

楽しみのた

め, 3,454

周囲に勧め

られて, 100

その他, 190 再チャレンジ

のため, 1,043

自己研さん

のため, 5,126

自分自身の

楽しみのた

め, 7,457

周囲に勧め

られて, 81

参考書・テキ

スト等を用い

た独学, 1,713

その他, 1,228

通信教育の

受講, 605

専門学校や

塾・教室への

通学, 354

大学・大学院

への通学（シ

ニア向け講

座含む）, 140

自治体・民間

研修機関等

の公開講座

や生涯学習,

1,261

有志のコミュ

ニティによる

勉強会, 872

参考書・テキ

スト等を用い

た独学, 3,880

その他, 839

通信教育の

受講, 2,595

専門学校や

塾・教室への

通学, 1,187

大学・大学院

への通学（シ

ニア向け講

座含む）,

1,185

自治体・民間

研修機関等

の公開講座

や生涯学習,

2,772

有志のコミュ

ニティによる

勉強会,

1,439

◆学ぶ シニア⼤学ビジネス（⽣きがいを求めて再投資）
■「再チャレンジのため」に学ぶシニア市場は10倍に拡⼤
■「⼤学・⼤学院で学ぶ」シニア市場は8倍に拡⼤

[現在]

[2023年]

[現在] [2023年]

「学び」の目的別 市場規模（億円）

「学び」の手段別 市場規模（億円）

mif シニア調査（2013.7）



◆学ぶ 再挑戦のためのシニア・ビジネススクールビジネス事例

⽴教セカンドステージ⼤学
リタイア後の再挑戦のため、
年間30万円の学費を⾃⼰投資

【ビジネス概要】
� ⼤学の魅⼒と、シニアのニーズに特化した⼯夫（ゼミ合宿、フィールドワーク等）
� キャンパスライフを通じた仲間との交流
� 従来の⼤学ではできなかったことを非正規課程という形で実現
� ⼊試倍率は約1.5倍。50歳以上のシニアを対象に、「学び直し」と「再チャレン

ジ」のサポートを目的とした新たな学びの場を⽴教⼤学池袋キャンパスにて提供。

8



◆働く シニアマッチングビジネス（プチ就労・起業⽀援）
■収⼊はわずかでも、無理のない範囲で働けるプチ就労を希望するシニア層は多い
■在宅でＩＴ環境を利⽤した仕事、趣味・特技を活かした創作の仕事、⾏政サービスや

地域活性化の仕事などのプチ就労ニーズが⾼い
各分野における平均希望就業日数と平均希望収入

※バブルサイズ：分野希望人数（重複あり）

※平均希望就業日数は、A13をそれぞれ

・毎日コンスタントに働きたい：週5日

・週に数回、無理のない範囲でコンスタントに

働きたい：週3日

・不定期に、気が向いたときに少しだけ

働きたい：週1日

として計算。

『プチ』』就労 ーズニーズ

mif シニア調査（2013.7）
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◆働く プチ就労・起業の⽀援ビジネス事例
シニア⼈材派遣ビジネス
（ex.マイスター60）
必要なスキル・経験を持つシニアを企業に派遣、紹介、インターンシップ

ワーカーズコレクティブ
こんな事業をやりたいと同じ思いを持った⼈が集まり、皆が出資し、⼀緒に起業する
仕組み

ナノコープフランチャイズ
（ex.愛⽝の散歩屋さん）
仕事をしたい⼈とお願いしたい⼈をインターネット上でマッチング

クラウドソーシング
（ex.ランサーズ）
仕事をしたい⼈とお願いしたい⼈をインターネット上でマッチング
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� ⼀緒に実施・参加する友⼈や家族がいない、近隣に施設がないために参加を控えてい
るシニアも存在

� 趣味などの特定目的の集いではなく、なんとなくそこに⾏くと居⼼地がよい、誰かと緩やか
に時間を共有できるというクラブハウス的空間を求めるニーズあり

41%

34%

22%

21%

20%

6%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分に合ったサービスがない

実施・参加するお金がない

近隣に実施・参加できる

場所・施設・サービスがない

一緒に実施・参加する

友人や家族がいない

実施・参加する時間がない

家族や周囲の理解が

得られない

その他

自分のこだわりを阻害する・阻害しそうな要因

（n=1,955）
クラブハウス的な場所(近所)の利用意向

喫茶・食事、温泉、フィットネス、読書、囲碁将

棋、イベントなど友人とのんびりと時間を過ご

し仲間と交流できる場

◆集う・出会う 絆⽀援ビジネス 家族・会社を超えた新たな繋がり

したい

したくない

どちらとも言えない

mif シニア調査（2013.7）
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◆集う・出会う 誰かとつながる絆⽀援ビジネス事例

「会員制シニア向けドラマチックアクティ
ブメンバーズDAM倶楽部」

(運営会社：第⼀興商 )
楽しく仲間と歌うことで健康づくり

＜サービス概要＞
� カラオケルームとスタジオがあり、ヨ

ガやダンス、歌や楽器の講座を開
催

� 体に良い料理を出すカフェや体内
の⽔分量や骨密度を計測ラウンジ
を併設

� 会員料⾦は⽉3,500円〜1万円
� 歌うことの効能をアピール
� 友⼈同⼠で来て楽しむ場を提供
� 会員制としてリピーターを獲得

趣味⼈倶楽部（しゅみーとくらぶ）
クラブツーリズムとDeNAが共同事業として開
始した中⾼年向けの趣味交流SNSサイト

【ビジネス概要】
� 会員数約30万⼈（団塊・シニア中⼼）
� 写真投稿や⽇記を通じて新しい趣味を⾒

つけたり、友⼈と連絡を取り合ったりして、
⽣活をちょっと豊かにすることを目指す

� 共通の趣味を持つ会員とのネットワーク構
築

� 幅広い趣味・余暇活動に対応
� イベントの企画や写真の投稿などが可能
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収益モデルの確⽴と信頼ブランドの確⽴
が課題！ 課題解決のポイント
� コアサービス(ハウスクリーニング等)を

起点にロングテールサービスに誘導し
利⽤頻度アップ

� 訪問時に話相⼿になる、重たいモノ
を移動するなど、さりげない思いやり
が信頼感醸成

サービス 月支払意思額

家事支援 2.1

買物代行 0.5

配食 2.2

見守り 0.8

(万円/月)

64%

59%

37%

36%

34%

29%

21%

18%

16%

14%

12%

11%

10%

9%

9%

8%

8%

7%

6%

6%

6%

6%

4%

4%

3%

2%

2%

1%

何を？ = サービス内容

その他

預金の引き出し・振込

ペットの世話

宅配物の受け取り

ベッドメイク

衣替え

裁縫

洗車

朝食の準備

ゴミの仕分け・収集・ゴミ出し

アイロンがけ

雪かき・雪下ろし

昼食の準備

布団干し

家具の組立

洗濯(洗濯物干し、畳み、収納含む)

洗い物・片付け

電球・電灯の付け替え

日々の買い物

家電・パソコンのトラブル解決

夕食の準備

屋根の掃除・高所作業

庭・ベランダの掃除

庭・草木の手入れ

重たい家具・荷物の移動

部屋・玄関の掃除

キッチン・洗面台の掃除

浴室・トイレの掃除

回答率 (N=270)

64%

59%

37%

36%

34%

29%

21%

18%

16%

14%

12%

11%

10%

9%

9%

8%

8%

7%

6%

6%

6%

6%

4%

4%

3%

2%

2%

1%

何を？ = サービス内容

その他

預金の引き出し・振込

ペットの世話

宅配物の受け取り

ベッドメイク

衣替え

裁縫

洗車

朝食の準備

ゴミの仕分け・収集・ゴミ出し

アイロンがけ

雪かき・雪下ろし

昼食の準備

布団干し

家具の組立

洗濯(洗濯物干し、畳み、収納含む)

洗い物・片付け

電球・電灯の付け替え

日々の買い物

家電・パソコンのトラブル解決

夕食の準備

屋根の掃除・高所作業

庭・ベランダの掃除

庭・草木の手入れ

重たい家具・荷物の移動

部屋・玄関の掃除

キッチン・洗面台の掃除

浴室・トイレの掃除

回答率 (N=270)

mif調査 [支払意向額]

mif調査 [利用したいサービス]

◆暮らす 『ホームコンビニエンスサービス』 シニアの⾃⽴を⽀援

mif シニア調査（2013.7）
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2◆暮らす ホームコンビニエンスサービスビジネス事例

ホームコンビニエンス（東急ベル）
家庭の困りごと解決サービス

【ビジネス概要】
�専門的な技術による徹底した掃除から、スポット・定期の家事サ
ポートまで、お客様のニーズに合わせて、幅広いメニューを⽤意

�お客様との信頼関係を⼤切に、東急ブランドの地域住⺠向け
トータルサービスを目指す。2012年6⽉事業開始。

�東急百貨店のデパ地下お惣菜、東急ストアの⾷品・⽇⽤品の
注⽂配達に加えて、 「家ナカお助けサービス」を展開

�東⾼齢者⾒守りサービス「シニアセキュリティ」利⽤者を対象に、
東急ベルのベルキャストが定期訪問し「御⽤聞き」サービスを実施

�近⽇サービスメニューを30に拡⼤予定
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� 多くのシニアは⾃動⾞を運転したい。⼀⽅、認知能⼒・運転技術の低下や事故への不安
から将来運転をしたくないシニアも存在。

⾃動⾞
利⽤意向

利⽤したいと思う理由 回答率 利⽤したいと思わない理由 回答率

76%

46%

36%

32%

27%

24%

21%

16%

1%

53%

44%

25%

23%

18%

17%

13%

8%

8%

2%
その他

配偶者や家族の送迎が必要だから

身体機能が弱くなった場合、徒歩や

自転車、公共交通機関より楽だから

公共交通機関の便が悪く、

車の乗らないと移動できないから

趣味や友人との交流に必要だから

高齢になっても運転を楽しみたいから

車で旅行をしたいから

運転しないと行動範囲が

狭くなってしまうから

買い物や荷物の運搬に必要だから

その他

他の車の流れに

合わせられるか不安だから

自動車を運転してまで

外出したいと思わないから

他の人に運転してもらえるから

自動車を利用する機会が

減ると思うから

体力的な負担が大きいから

維持費（ガソリン代、保険、車検、

駐車場代など）が負担になるから

公共交通機関で十分事足りるから

事故を起こさないか不安だから

認知能力・運転技術の低下に

不安を感じるから

あり
N=1474

なし
N=371

(母集団)

既存自動車

運転者 N=1,875

⾃動⾞
利⽤意向

利⽤したいと思う理由 回答率 利⽤したいと思わない理由 回答率
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他の車の流れに

合わせられるか不安だから

自動車を運転してまで

外出したいと思わないから

他の人に運転してもらえるから

自動車を利用する機会が

減ると思うから

体力的な負担が大きいから

維持費（ガソリン代、保険、車検、

駐車場代など）が負担になるから

公共交通機関で十分事足りるから

事故を起こさないか不安だから

認知能力・運転技術の低下に

不安を感じるから

あり
N=1474

なし
N=371

(母集団)

既存自動車

運転者 N=1,875

mif調査 [自動車の利用意向]

◆出かける 『運転支援システム』 アクティブな行動を支援

mif シニア調査（2013.7）
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� 80歳以上でも運転し続けたいシニアは運転⽀援システムがあると34%から51%に増加
� 衝突回避機能や歩⾏者・⾞輌検知機能を魅⼒的と考えるシニアが75%以上

⾃動⾞を乗り続けたいと思う年齢

回答率

84%

80%

77%

77%

76%

75%

73%

70%

67%

59%

52%

49%

47%
荷物がたくさん積める

外観/内装のデザイン性が高い

自動運転機能のある

自動駐車機能のある

環境にやさしい

高齢者でも乗り降りがしやす

い

乗り心地が良い

歩行者や周辺車輌の存在を

警告をしてくれる機能がある

低価格である

小回りがきいて運転しやすい

衝突回避機能のある

前方や後方が見やすい

燃費が良い

魅⼒的だと思う機能・特徴

⺟集団
現在、

自動車を

運転している

50歳以上男女

(N=1,875)

⾼齢者が魅⼒的だと感じる⾃動⾞の機能・特徴

通常の⾃動⾞
運転⽀援

システム搭載⾞

9%
5%

25%

15%

30%

26%

19%

24%

9%

16%

6%
11%

1%
1%3% 1%

60 < 60 - 64 65 - 69 70 - 74

75 - 79 80 - 84 85 - 89 90 -

34%

51%

年齢

⾃動⾞を乗り続けたいと思う年齢

回答率

84%

80%

77%

77%

76%

75%

73%

70%

67%

59%

52%

49%

47%
荷物がたくさん積める

外観/内装のデザイン性が高い

自動運転機能のある

自動駐車機能のある

環境にやさしい

高齢者でも乗り降りがしやす

い

乗り心地が良い

歩行者や周辺車輌の存在を

警告をしてくれる機能がある

低価格である

小回りがきいて運転しやすい

衝突回避機能のある

前方や後方が見やすい

燃費が良い

魅⼒的だと思う機能・特徴

⺟集団
現在、

自動車を

運転している

50歳以上男女

(N=1,875)

⾼齢者が魅⼒的だと感じる⾃動⾞の機能・特徴

通常の⾃動⾞
運転⽀援

システム搭載⾞

9%
5%

25%

15%

30%

26%

19%

24%

9%

16%

6%
11%

1%
1%3% 1%

60 < 60 - 64 65 - 69 70 - 74

75 - 79 80 - 84 85 - 89 90 -

34%

51%

年齢

mif調査

◆出かける 『運転支援システム』

mif シニア調査（2013.7）
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■改築も含め⾃宅で暮らしたいニーズが圧倒的に多い
■⾼齢者⽤の住宅や施設へのニーズを⼀定程度あり
→⾼齢者数の増加・単⾝世帯の増加から増加の可能性

◆住み替える 『 移健幸移住』 ⽣きがいと安⼼を提供

MIF シニア調査（2013.7） n=3000
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� シニアの⽅が健康で充実した暮らしを続けることを目指ざし、もしもの場合でも、
継続的なケアで最期まで暮らしを保障してくれるコミュニティ

� 全⽶に2000か所、⼤学連携型70か所、幸せで安⼼なシニアライフを実現

CCRC：Continuing Care Retirement Community

般一般住宅

建建戸建戸建・・集合集合

ーサービス付付

齢齢高齢者向高齢者向けけけけ

宅宅住宅住宅

日日本 有料老人ホーホーム

軽費老人ホーホーム

養護老人ホーホーム

ププグループグループ

ムホーム

護特別養護

老人ホーム

60歳～～70 夫歳代夫婦・ 身単身 70歳 高歳代独居高齢者 80歳～～寝たきり

ク ブク ブアクティブライフアクティブライフ

支援// 防介護予防

代代年代年代

ーサービス 居 支居宅介護支援

訪訪問介護

介施設介護、認 介認知症介護

LLILIL：： 用用健常者用健常者用

  n e  i iIndependent living

ALAL：：：：軽軽軽介護軽介護

Assited v nliving

NHNH：： 介介重介護重介護

   Nursing home

MSMS：： 症症認知症認知症

  mo y Memory support

米国

老健施設老健施設

◆住み替える 健幸移住ビジネス事例『CCRC』



19

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1

日

3

0

分

以

上

歩

く

よ

う

に

す

る

生

活

の

中

で

ス

ト

レ

ッ

チ

な

ど

の

軽

い

運

動

を

行

な

う

週

に

1

〜

2

回

以

上

、

運

動

す

る

睡

眠

を

十

分

と

る

家

族

全

員

で

健

康

に

取

り

組

む

気

軽

に

相

談

で

き

る

「

か

か

り

つ

け

医

」

が

い

る

精

神

的

疲

れ

（

ス

ト

レ

ス

）

を

た

め

な

い

よ

う

に

す

る

食

べ

過

ぎ

・

飲

み

過

ぎ

を

し

な

い

太

ら

な

い

よ

う

に

摂

取

カ

ロ

リ

ー

量

に

気

を

つ

け

る

体

重

や

血

圧

を

毎

日

計

測

す

る

栄

養

バ

ラ

ン

ス

を

考

え

た

食

事

を

と

る

体

を

冷

や

さ

な

い

よ

う

に

す

る

歩

数

計

や

活

動

量

計

を

携

行

す

る

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ク

ラ

ブ

や

公

共

の

ス

ポ

ー

ツ

施

設

を

利

用

す

る

な

る

べ

く

薬

に

頼

ら

な

い

夜

遅

い

時

間

に

食

事

を

し

な

い

年

１

回

以

上

検

診

を

受

け

る

症

状

に

よ

っ

て

は

、

な

る

べ

く

漢

方

薬

を

選

ぶ

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

健

康

を

管

理

す

る

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

す

る

三

食

き

っ

ち

り

食

べ

る

セ

サ

ミ

ン

や

コ

エ

ン

ザ

イ

ム

Q

1

0

、

皇

潤

な

ど

の

サ

プ

リ

メ

ン

ト

、

健

康

食

品

を

新

し

い

ダ

イ

エ

ッ

ト

方

法

は

試

み

る

変化【今後-現在】

現在

今後

今後ニーズが伸びるのは、軽い運動や⾷事・睡眠のモニタリングといった「⽇常⽣活の中のフィットネス」と家族連
携やかかりつけ医を巻き込んだ「他者連携による健康維持」ニーズが⾼い

他者連携による健康維持日常生活の中のフィットネス

出典：生活者情報システム（MIF）

2012年度 （Top2box、

集計対象は55歳以上）

◆診る パーソナル健幸コンシェルジュ データに基づいた健康指導
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mif MROC

� 「食事や旅行などは自分で計画して

実行する方が制約もなく自由でよい

と思う」

� 「専任健康カウンセラーの具体的な

内容や利用例がなくわからない」

� 「『食』と『運動サポート』に興味あり。

ダイエットになり、栄養も偏らない

1週間のメニューリストをもらえるといい」

� ３割のシニアは健幸コンシェルジュサービスへの支払意向あり。

� 一方、管理されたくないシニア、サービス内容次第と考えているシニアも多い

◆診る パーソナル健幸コンシェルジュ データに基づいた健康指導
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◆診る パーソナル健康コンシェルジェ事例
「 Healthcare Concierge」
医療専門員による健康⽀援事業、コンサル

ティングサービス

＜サービス概要＞
� 専門職員チームによる健康ワンストップ

サービス、⽇々の電話コール
� 訪問サービスやレジデンスサービス
� 総合健康相談（コンサルティング）
� ⽣活習慣病予防
� ⾷事・栄養相談、ダイエット相談
� メンタル相談、睡眠相談
� アロマや⾳楽療法によるリラックス
� ウォーキング、旅⾏への付き添い
� トレーナーによる運動サポート

「 ルクシー在宅遺伝⼦検査」
遺伝⼦情報を在宅で検査し 健康・
美容・アンチエイジングのアドバイス

＜サービス概要＞
� 在宅で遺伝⼦を頬粘膜の細胞を

綿棒で擦って採取して送付
� 10,000例を超える⽇本⼈のデー

タベースをもとに理論的な計算を
⾏った各疾患についてリスク判定を
研究成果に基づいて提供

� リスク判定に基づいた⾷事指導、
運動指導、サプリメント提供
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データに基づく健康経営 （企業経営・地域経営）

企業

保社保

地域

保保国保国保

連携連携

・医療費適正化

・従業員の生産性向上

・病気等 るによる業務業務リリスク削減削減

・健康な状態で国国保に（（退職時）

どどなどなど

従業員

（被保被保険者））

家族家族

民民住民住民

国保国保

被保険者

健康健康健康増進健康増進

ププログラム等

・医療費適正化

・・地域活性化地域活性化

・住民満足度向上

どどなどなど

健健健康投資健康投資

官民官民のの様様々々なな健康関連健康関連 ススサービスサービス

食事・・栄

養指養指導

見守見守りり

健康増健康増

進進 ロロプログプログ

ララム

余暇・レ

クリェークリェー

ション

ポスポーツ

ククラブ

生保・損損

保保ななど

個個人や家族に タマカスタマイズ たしたサーサービス

両方両方にに

関係

・・・・・・・・

デ タデータ データ

タタデータデータ

これからは、企業も地域も、積極的な「健康投資」を。
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データに基づくサービスと参加・継続のインセンティブ

・都市／地方

・過疎化／高齢化／高齢者急増

・移動条件（買い物難民／交通弱者など）

・気候／地形／産業構造

・医療／健康増進施設 など

・可視化／効果の実感

・自分にあった健康増進メニュー／アドバイス

・ヘルスケアポイント／クーポン／ランキング

・ゲーミフィケーション

・コミュニティ／快適な空間 など

・後期高齢者／前期高齢者／高齢者予備軍

・国保被保険者／社保被保険者／被扶養者

・更年期障害／子育て世代

・健診受診者／未受診者

・健康関心／無関心層 など

・日常データ測定／管理

・健診／レセプトデータ分析

・データに基づく健康増進プログラム

・食育／栄養指導

・服薬管理 など

地域特性 健康増進サービスメニュー

対象者属性 参加・継続のインセンティブ

地域特性や対象者属性に応じた、データに基づく個別サービスと、参加・継続のためのインセンティブが重要。
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ヘルスケア・ロジックモデル（例）
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超⾼齢化社会に向けて

＜課題＞
１．団塊世代の⾼齢化は今後の⼤きな社会問題

→社会保障コスト増⼤の恐れ
２．特に⼤都市圏での介護難⺠発⽣の懸念

＜健康寿命の延伸の⽅策＞
１．健康管理の促進（健康経営・インセンティブ・データ解析）
２．社会参加等のアクティブな⽣活を促進
３．⾃律的⽣活を⽀援するサービス

＜対応⽅向＞
１．増⼤する介護需要への対応（⾼齢者住宅の整備、在宅介護医療等の仕組み）
２．健康寿命の延伸（介護需要の縮減）


